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(57)【要約】　      （修正有）
【課題】皮膚等の対象との接触の微調整が容易であり、 
化粧料等の均一な塗布に寄与し、簡素な構成で組み立て 
が簡便である回転式パフを提供する。
【解決手段】把手５０に対してパフが回転可能な回転式 
パフであって、略円筒状のパフを外面に有するパフ部１ 
０と、把手と、把手とパフ部との間に連結された軸体３ 
０とを備え、軸体の一端にパフ部が連結されると共に、 
軸体の外周面にベアリング部材が嵌装され、ベアリング 
部材４０の外周面が把手に連結されることで、把手に対 
してパフ部が回転可能である。パフ部に、パフの内部の 
空洞に接合する略円筒状のパフ支持部材２０を設け、パ 
フ支持部材の内周面に円環状の突条を設け、その突条に 
係合する凹溝を、軸体の外周面に設け、パフ支持部材の 
突条と軸体の凹溝の間の摺動を介しても、把手に対して 
パフ部が回転可能にしてもよい。
【選択図】図２

評価書の請求　未請求　請求項の数　5　　ＯＬ　（全7頁）
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 把 手 に 対 し て パ フ が 回 転 可 能 な 回 転 式 パ フ で あ っ て 、
略 円 筒 状 の パ フ を 外 面 に 有 す る パ フ 部 と 、 把 手 と 、 把 手 と パ フ 部 と の 間 に 連 結 さ れ た 軸 体  
と を 備 え 、
軸 体 の 一 端 に パ フ 部 が 連 結 さ れ る と 共 に 、 軸 体 の 外 周 面 に ベ ア リ ン グ 部 材 が 嵌 装 さ れ 、
ベ ア リ ン グ 部 材 の 外 周 面 が 把 手 に 連 結 さ れ る こ と で 、 把 手 に 対 し て パ フ 部 が 回 転 可 能 で あ  
る
こ と を 特 徴 と す る 回 転 式 パ フ 。
【 請 求 項 ２ 】
パ フ 部 が 、 パ フ の 内 部 の 空 洞 に 接 合 す る 略 円 筒 状 の パ フ 支 持 部 材 を 備 え 、
パ フ 支 持 部 材 の 内 周 面 に 円 環 状 の 突 条 が 設 け ら れ 、
そ の 突 条 に 係 合 す る 凹 溝 が 、 軸 体 の 外 周 面 に 設 け ら れ 、
パ フ 支 持 部 材 の 突 条 と 軸 体 の 凹 溝 の 間 の 摺 動 を 介 し て も 、 把 手 に 対 し て パ フ 部 が 回 転 可 能  
で あ る
請 求 項 １ に 記 載 の 回 転 式 パ フ 。
【 請 求 項 ３ 】
パ フ 支 持 部 材 の 開 放 端 部 か ら 略 軸 方 向 へ 少 な く と も １ 本 の 切 れ 込 み が あ り 、 パ フ 支 持 部 材  
の 開 放 端 部 の 径 が 伸 縮 可 能 で あ る こ と を 介 し て 、 軸 体 に 対 し て パ フ 部 が 着 脱 自 在 で あ る
請 求 項 ２ に 記 載 の 回 転 式 パ フ 。
【 請 求 項 ４ 】
パ フ 部 が 連 結 さ れ る 軸 体 の 他 端 が 略 円 筒 状 で あ り 、 そ の 開 放 端 部 か ら 略 軸 方 向 へ 少 な く と  
も １ 本 の 切 れ 込 み が あ り 、
そ の 切 れ 込 み の 位 置 す る 軸 体 の 内 周 面 に 、 拡 径 部 材 が 挿 入 さ れ る
請 求 項 １ に 記 載 の 回 転 式 パ フ 。
【 請 求 項 ５ 】
把 手 が 中 空 の 略 棒 状 で あ り 、 そ の 中 空 部 に 軸 体 が 収 容 さ れ る
請 求 項 １ に 記 載 の 回 転 式 パ フ 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 化 粧 や 工 芸 な ど に 使 用 で き る パ フ で あ っ て 、 特 に 把 手 に 対 し て 回 転 可 能 な 回  
転 式 パ フ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
把 手 に 固 設 さ れ た 従 来 の パ フ に よ る と 、 塗 布 物 の 偏 っ た 配 置 や 、 力 の か か り 具 合 の 偏 り な  
ど に よ り 、 均 一 に 塗 布 す る こ と は 容 易 で は な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
把 手 に 対 し て パ フ が 回 転 可 能 で あ る と 、 例 え ば 、 皮 膚 に 塗 布 し た フ ァ ウ ン デ ー シ ョ ン に 、  
パ フ を 転 が す こ と に よ っ て 、 皮 膚 と の 摩 擦 を 軽 減 し た り 、 塗 り ム ラ を 低 減 す る こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
回 転 式 パ フ の 従 来 技 術 と し て 、 特 許 文 献 １ － ３ が 挙 げ ら れ る 。
特 許 文 献 １ で の パ フ は 回 転 可 能 で は あ る が 、 そ の 回 転 は 、 容 器 内 に 収 容 さ れ た 化 粧 品 と の  
接 触 用 で あ り 、 塗 布 対 象 の 皮 膚 に 対 し て 回 転 す る わ け で は な い 。
特 許 文 献 ２ で の パ フ は 、 塗 布 対 象 の 皮 膚 に 対 し て 回 転 す る が 、 回 転 軸 が 把 持 部 に 垂 直 で あ  
り 、 パ フ が ロ ー ラ ー 状 で あ る た め 、 皮 膚 と の 接 触 の 微 調 整 が 困 難 で あ る 。
特 許 文 献 は ３ 、 円 盤 状 の パ フ を 軸 支 す る モ ー タ ー で 回 転 さ せ る 構 造 で あ り 、 機 械 構 成 が 大  
掛 か り で あ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
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【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 全 平 １ － ８ ２ ８ ２ ２
【 特 許 文 献 ２ 】 実 願 2 0 1 1 - 4 6 3 8
【 特 許 文 献 ３ 】 特 願 2 0 1 3 - 5 2 5 8 1 1
【 考 案 の 概 要 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 本 考 案 は 、 皮 膚 等 の 対 象 と の 接 触 の 微 調 整 が 容 易 で あ り 、 化 粧 料 等 の 均 一 な 塗  
布 に 寄 与 し 、 ま た 、 簡 素 な 構 成 で あ り 、 組 み 立 て が 簡 便 で あ る 回 転 式 パ フ を 提 供 す る こ と  
を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 考 案 の 回 転 式 パ フ は 、 次 の 構 成 を 備 え る 。 す な わ ち 、 把  
手 に 対 し て パ フ が 回 転 可 能 な 回 転 式 パ フ で あ っ て 、 略 円 筒 状 の パ フ を 外 面 に 有 す る パ フ 部  
と 、 把 手 と 、 把 手 と パ フ 部 と の 間 に 連 結 さ れ た 軸 体 と を 備 え 、 軸 体 の 一 端 に パ フ 部 が 連 結  
さ れ る と 共 に 、 軸 体 の 外 周 面 に ベ ア リ ン グ 部 材 が 嵌 装 さ れ 、 ベ ア リ ン グ 部 材 の 外 周 面 が 把  
手 に 連 結 さ れ る こ と で 、 把 手 に 対 し て パ フ 部 が 回 転 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ こ で 、 パ フ 部 に 、 パ フ の 内 部 の 空 洞 に 接 合 す る 略 円 筒 状 の パ フ 支 持 部 材 を 設 け 、 パ フ 支  
持 部 材 の 内 周 面 に 円 環 状 の 突 条 を 設 け 、 そ の 突 条 に 係 合 す る 凹 溝 を 、 軸 体 の 外 周 面 に 設 け  
、 パ フ 支 持 部 材 の 突 条 と 軸 体 の 凹 溝 の 間 の 摺 動 を 介 し て も 、 把 手 に 対 し て パ フ 部 が 回 転 可  
能 に し て 、 パ フ の 回 転 の 多 様 化 に 寄 与 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 パ フ 支 持 部 材 の 開 放 端 部 か ら 略 軸 方 向 へ 少 な く と も １ 本 の 切 れ 込 み を 設 け 、 パ フ 支  
持 部 材 の 開 放 端 部 の 径 を 伸 縮 可 能 に し 、 軸 体 に 対 し て パ フ 部 を 着 脱 自 在 に し て 、 組 み 立 て  
の 簡 便 化 や パ フ の 交 換 に 寄 与 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 パ フ 部 が 連 結 さ れ る 軸 体 の 他 端 を 略 円 筒 状 に し 、 そ の 開 放 端 部 か ら 略 軸 方 向 へ 少 な  
く と も １ 本 の 切 れ 込 み を 設 け 、 そ の 切 れ 込 み の 位 置 す る 軸 体 の 内 周 面 に 、 拡 径 部 材 を 挿 入  
し て 、 組 み 立 て の 簡 便 化 に 寄 与 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 把 手 を 中 空 の 略 棒 状 に し 、 そ の 中 空 部 に 軸 体 が 収 容 で き る よ う に し て 、 完 成 品 の 簡  
素 化 に 寄 与 さ せ て も よ い 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 考 案 の 回 転 式 パ フ に よ る と 、 組 み 立 て が 簡 便 な 簡 素 な 構 成 で あ り な が ら も 、 皮 膚 等 の  
対 象 と の 接 触 の 微 調 整 が 容 易 で あ る の で 、 皮 膚 等 の 対 象 に 負 担 を 与 え る こ と な く 、 化 粧 料  
等 を 均 一 に 塗 布 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 本 考 案 に よ る 回 転 式 パ フ の 正 面 図
【 図 ２ 】 同 、 正 面 断 面 図
【 図 ３ 】 パ フ （ １ １ ） の 正 面 断 面 図
【 図 ４ 】 パ フ 支 持 部 材 （ ２ ０ ） の 正 面 断 面 図
【 図 ５ 】 軸 体 （ ３ ０ ） の 正 面 図
【 図 ６ 】 パ フ 支 持 部 材 （ ２ ０ ） の 底 面 斜 視 図
【 図 ７ 】 把 手 （ ５ ０ ） の 正 面 断 面 図
【 考 案 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 以 下 に 、 本 考 案 の 実 施 形 態 を 説 明 す る 。 な お 、 本 考 案 の 趣 旨 か ら 逸 脱 し な い 範 囲 で 、 適  
宜 設 計 変 更 可 能 で あ り 、 前 記 特 許 文 献 や 従 来 公 知 の 技 術 を 援 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ － ２ は 、 本 考 案 の 回 転 式 パ フ の 実 施 例 の 正 面 図 及 び 正 面 断 面 図 で あ る 。
　 本 実 施 例 の 回 転 式 パ フ は 、 パ フ 部 （ １ ０ ） と 、 軸 体 （ ３ ０ ） と 、 ベ ア リ ン グ 部 材 （ ４ ０  
） と 、 把 手 （ ５ ０ ） と を 少 な く と も 備 え 、 パ フ 部 （ １ ０ ） に は 、 パ フ （ １ １ ） と パ フ 支 持  
部 材 （ ２ ０ ） と が 備 わ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 実 施 例 で は 、 図 １ の よ う に 、 パ フ （ １ １ ） と 把 手 （ ５ ０ ） の み が 露 出 す る 形 態 で あ り  
、 パ フ （ １ １ ） は 先 端 部 が 略 球 面 状 で あ る 細 長 い 略 円 筒 状 で あ り 、 把 手 （ ５ ０ ） は 略 棒 状  
で あ り 、 パ フ （ １ １ ） と 把 手 （ ５ ０ ） の 軸 が 一 致 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
パ フ 部 （ １ ０ ） は 、 図 ２ の よ う に 、 略 棒 状 の 軸 体 （ ３ ０ ） 及 び ベ ア リ ン グ 部 材 （ ４ ０ ） を  
介 し て 把 手 （ ５ ０ ） に 連 結 さ れ る 。 す な わ ち 、 パ フ 部 （ １ ０ ） は 、 軸 体 （ ３ ０ ） の 一 端 で  
あ る 上 端 部 に 連 結 さ れ 、 軸 体 （ ３ ０ ） の 中 ほ ど の 外 周 面 に は 円 環 状 の ベ ア リ ン グ 部 材 （ ４  
０ ） が 嵌 装 さ れ 、 そ の ベ ア リ ン グ 部 材 （ ４ ０ ） の 外 周 面 に 把 手 （ ５ ０ ） が 連 結 さ れ る 。 ベ  
ア リ ン グ 部 材 （ ４ ０ ） の 介 在 に よ っ て 、 把 手 （ ５ ０ ） に 対 し て パ フ 部 （ １ ０ ） が 回 転 可 能  
に 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ３ は 、 パ フ （ １ １ ） の 正 面 断 面 図 で あ り 、 図 ４ は 、 パ フ 支 持 部 材 （ ２ ０ ） の 正 面 断 面  
図 で あ り 、 図 ５ は 、 軸 体 （ ３ ０ ） の 正 面 図 で あ る 。
略 円 筒 状 の パ フ （ １ １ ） の 内 部 に は 、 略 円 柱 状 の 空 洞 （ １ ２ ） が あ り 、 そ の 空 洞 （ １ ２ ）  
に 略 円 筒 状 の パ フ 支 持 部 材 （ ２ ０ ） が 挿 入 さ れ 、 パ フ （ １ １ ） と パ フ 支 持 部 材 （ ２ ０ ） と  
が 接 合 さ れ る 。 パ フ （ １ １ ） の 下 端 の 空 洞 （ １ ３ ） は 、 把 手 （ ５ ０ ） の 上 端 部 と の 接 触 を  
避 け る た め に 、 径 が 大 き く な っ て い る 。
パ フ （ １ １ ） と パ フ 支 持 部 材 （ ２ ０ ） と の 接 合 に は 、 接 着 剤 や 凹 凸 嵌 合 が 利 用 さ れ る 。 凹  
凸 嵌 合 の 場 合 は 、 軸 に 沿 っ た 方 向 に 延 伸 す る 突 条 と 、 そ の 突 条 に 係 合 す る 凹 溝 を 、 そ れ ぞ  
れ 、 パ フ （ １ １ ） の 内 面 と パ フ 支 持 部 材 （ ２ ０ ） の 外 面 と に 設 け る こ と が 、 組 み 立 て の 点  
で 簡 便 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
パ フ 支 持 部 材 （ ２ ０ ） の 内 周 面 に は 、 図 ４ の よ う に 、 円 環 状 の 突 条 （ ２ １ ） が 設 け ら れ 、  
そ の 突 条 （ ２ １ ） に 係 合 す る 凹 溝 （ ３ １ ） が 、 図 ５ の よ う に 、 軸 体 （ ３ ０ ） の 外 周 面 に 設  
け ら れ 、 パ フ 支 持 部 材 （ ２ ０ ） と 軸 体 （ ３ ０ ） が 係 合 さ れ る 。
突 条 （ ２ １ ） と 凹 溝 （ ３ １ ） と の 間 の 係 合 具 合 に よ っ て 、 軸 体 （ ３ ０ ） に 対 す る パ フ 部 （  
１ ０ ） の 回 転 可 能 性 を 制 御 で き る 。
例 え ば 、 突 条 （ ２ １ ） と 凹 溝 （ ３ １ ） と の 間 の 係 合 を 緩 く す れ ば 、 パ フ 支 持 部 材 （ ２ ０ ）  
が 軸 体 （ ３ ０ ） に 対 し て 摺 動 す る 。 こ の 場 合 は 、 パ フ 部 （ １ ０ ） は 、 軸 体 （ ３ ０ ） に 対 し  
て も 回 転 可 能 に な る の で 、 上 述 の ベ ア リ ン グ 部 材 （ ４ ０ ） を 介 し た 回 転 と 併 せ た ２ つ の 回  
転 手 段 を 備 え 、 回 転 の 多 様 な 調 整 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
逆 に 、 突 条 （ ２ １ ） と 凹 溝 （ ３ １ ） と の 間 の 係 合 を 強 固 に す れ ば 、 パ フ 支 持 部 材 （ ２ ０ ）  
は 軸 体 （ ３ ０ ） に 対 し て 固 設 さ れ 、 回 転 し な い よ う に 固 定 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の よ う な 突 条 （ ２ １ ） と 凹 溝 （ ３ １ ） と の 間 の 係 合 具 合 の 調 節 は 、 突 条 （ ２ １ ） や 凹 溝  
（ ３ １ ） の 形 状 に よ っ て 行 う こ と が で き る が 、 パ フ 部 （ １ ０ ） の 取 り 替 え に よ っ て も 容 易  
に 行 え る 。
図 ６ は 、 パ フ 支 持 部 材 （ ２ ０ ） の 底 面 斜 視 図 で あ る 。 パ フ 支 持 部 材 （ ２ ０ ） の 下 端 の 開 放  
端 部 か ら 略 軸 方 向 へ ２ 本 の 切 れ 込 み （ ２ ２ ） が あ る 。 こ の 切 れ 込 み （ ２ ２ ） を 介 し て 、 パ  
フ 支 持 部 材 （ ２ ０ ） の 開 放 端 部 の 径 が 伸 縮 可 能 で あ る の で 、 軸 体 （ ３ ０ ） に 対 し て パ フ 部  
（ １ ０ ） が 着 脱 自 在 で あ り 、 取 り 替 え に 寄 与 し て い る 。
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【 ０ ０ ２ ２ 】
な お 、 本 実 施 例 で は 、 突 条 （ ２ １ ） と 凹 溝 （ ３ １ ） と 組 み は １ 組 で あ る が 、 複 数 設 け て も  
よ い 。 切 れ 込 み （ ２ ２ ） は ２ 本 で あ る が 、 単 数 で も 多 数 で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
パ フ 部 （ １ ０ ） が 連 結 さ れ る 軸 体 （ ３ ０ ） の 他 端 で あ る 下 端 部 は 、 図 ５ の よ う に 、 略 円 筒  
状 で あ り 、 そ の 開 放 端 部 （ ３ ３ ） か ら 略 軸 方 向 へ ２ 本 の 切 れ 込 み （ ３ ２ ） が あ る 。
こ の 軸 体 （ ３ ０ ） の 切 れ 込 み （ ３ ２ ） も 、 パ フ 支 持 部 材 （ ２ ０ ） の 切 れ 込 み （ ２ ２ ） と 同  
様 に 機 能 し 、 開 放 端 部 （ ３ ３ ） の 径 を 伸 縮 可 能 に す る る 。 開 放 端 部 （ ３ ３ ） の 径 を 縮 小 で  
、 ベ ア リ ン グ 部 材 （ ４ ０ ） を 嵌 装 し や す く し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ベ ア リ ン グ 部 材 （ ４ ０ ） の 嵌 装 後 に は 、 図 １ の よ う に 、 軸 体 （ ３ ０ ） の 内 周 面 に 、 巻 回 さ  
れ た 金 属 板 な ど の 拡 径 部 材 （ ６ ０ ） が 挿 入 さ れ 、 開 放 端 部 （ ３ ３ ） の 径 の 縮 小 が 防 止 さ れ  
、 ベ ア リ ン グ 部 材 （ ４ ０ ） 安 定 設 置 に 寄 与 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 ７ は 、 把 手 （ ５ ０ ） の 正 面 断 面 図 で あ る 。
把 手 （ ５ ０ ） は 、 中 空 の 略 棒 状 で あ り 、 そ の 中 空 部 （ ５ １ ） に 軸 体 が 収 容 さ れ る 。 上 部 の  
内 周 面 に は 、 ベ ア リ ン グ 部 材 （ ４ ０ ） を 接 合 さ せ る 凹 部 （ ５ ２ ） が 設 け ら れ る 。 ベ ア リ ン  
グ 部 材 （ ４ ０ ） と の 接 合 は 、 凹 凸 嵌 合 が 組 み 立 て の 点 で は 簡 便 で あ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 考 案 の 回 転 式 パ フ に よ る と 、 組 み 立 て が 容 易 で あ り 、 パ フ の 交 換 も 簡  
易 で あ り 、 皮 膚 等 の 対 象 と の 接 触 を 微 調 整 で き 、 化 粧 料 等 を 均 一 に 塗 布 で き る の で 、 産 業  
上 非 常 に 有 用 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 １ ０   パ フ 部
１ １   パ フ
１ ２   パ フ の 空 洞
１ ３   パ フ 空 洞 の 下 端 部
２ ０   パ フ 支 持 部 材
２ １   パ フ 支 持 部 材 の 突 条
２ ２   パ フ 支 持 部 材 の 切 れ 込 み
３ ０   軸 体
３ １   軸 体 の 凹 溝
３ ２   軸 体 の 切 れ 込 み
３ ３   軸 体 の 開 放 端 部
４ ０   ベ ア リ ン グ 部 材
５ ０   把 手
５ １   把 手 の 中 空 部
５ ２   把 手 の 凹 部
６ ０   拡 径 部 材
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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